
1111111111・ 1111111111111 ・ "111111111"1"'1'1""111'111111111'11111111'11111111“ 1111111 ・ 11111111111・"“ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“"“111“"“"“111111111111111111111111111111111111111111 ・ 0 ・，

番多数理計画(九州)義務

-第 E 回

日時: 1983年 11 月 26 日(土) 場所:九州大学理学部数

学教室出席者: 20名

題目: (1) r無限次元空間におけるラグランジュ乗数

法J 永久洋治(山口大教育学部)

パナッハ空間上の非線形計画問題において，最適解の

必要条件としてラグランジュ乗数が満たすべき条件を，

フレッシェ微分・逐次接錐などの概念を用いて論じた.

(め[満足の法則J 村田光男

われわれは仕事から喜びを感じたり不満を抱いたりす

るが，実は“不満"は独立には存在し得ず，われわれの

気持ちは“満足"だけに支配されていることを，企業を

中心としたアンケート調査によって示した.この法則を

もとに，これからの仕事のあり方について 2 ， 3 の提案

を試みた.

番勝信頼性・保全性物

.，事由周
ラタ

日時: 1984年 1 月 28日(土) 場所:東京工業大学経営

工学科

テーマ:主成分分析to因子分析講師:鈴木学(茨

城大学工学部)

多変量解析の中で変数相互間の関連を調べるものとし

て広く用いられている主成分分析，因子分析について，

卑近な例を用いながらそれらの概要，最近の話題ならび

に両者の関係(特に誤差，特殊因子の立場の棺異点)に

ついて解説がなされた.これに対Lて，信頼性の分野に

おける多変量手法の適用の場について活発な議論が行な

われた.

番多第三世界とマイコン物

-第22回

日時: 1984年 1 月 14 日(土) 14:00-17:20 場所:東

亜燃料工業会議室 出席者 9 名

題目: (1) rUNIDO主催“技術移転"ワークショップ

(マレーシア)に出席して J 森口繁一

昨年12月クアラルンプールで開催された上記国際会議

1984 年 4 月号

で招待講演をされ，さらに 3 日間の討議に参加された模

様について森口主査から報告があった.

(2) r経済発展モデんについて」 森口繁一

(3) r南北ゲームについて J 浦谷 規(東工大)

.第23回

目時: 1984年 2 月 4 日(土) 14:00-17:20 場所:東

亜燃料工業会議室 出席者 9 名

題目: (1) fIFORS大会への発表論文一Taming Micｭ

rocomputers for The Benefit of Human Beingsー

の紹介」 森口繁一

本年 8 月に米国ワシントン市て、開催される IFORS 大

会での特別セッション“Impact of Microelectronics 

on Developing Societies" で森口主査が講演される

こととなり，その内容について紹介，討議があった.

(2) r春季研究発表会での部会報告協議」 全員

勢多意思決定のための会計情報番多

-第 7 回

日時 2 月 4 日(土) 13:30-15:30 場所:慶応義塾

大学ビジネススクール会議室 出席者: 17名

内容: (1)投資予算配分問題への数学的アプローチ(東京

理科大学:奈良雅子)

予算配分問題を多目標 0-1 計画問題として定式化す

る方法，および近似解を求めるためのアルゴリズムの説

明があった.

(め予算編成支援システムの開発(慶応義塾大学:大島

秀介，梁川情洋)

目標計画法の考え方をとり入れたシステムについての

解説と，パーソナル・コンピュータによる実演があった.

義務待ち行列システム番多

-第10[司

日時: 1984年 2 月 18 日(土) 14:30-17:00 場所:東

京工業大学(情報科学科会議室)，出席: 16名

テーマとE尊師:

・ QS 10-1 確率システムの双安定性(たとえば，無

線パケット網) (三宅功・武蔵野通研)ー①電話網の

迂回方式，②TSS のベージング方式，③無線パケット

網 にみられる双安定性の紹介ー

• QS 10-2 G(N)/M/S のロバストネスについて

(井出一郎・武蔵野通研)ー有限呼源モデルにおける呼

空間隔分布に対するロパストネスの解析とシミュレーシ

ョン(処理時間分布がGの場合を含む)の報告一
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磯経 営{研究グループ)機

-第10回

日時月 7 日(土) 14:00-17:00 場所:東京都勤

労福祉会館

テーマ食糧についてj (異常気象・食糧危機・食

糧の海外依存と国内自給・食生活の変化) 購師:中村

義郎(ヤク ルト本社・企題室)

食糧の問題は，いつも，政治・経済・社会ー文化・国

際環係・科学と技術・自然などが複雑にからみあって変

転を続けているきわめて難解なのが常であります.沼本

の食品産業の一方の雄であるヤ P ルト社において，日頃

から，この問題と真正面からとりくんでおられる講師

は，その日頃の音量蓄を傾けて具体的方策を開陳された.

.第11回

日時 2 月 4 日(土) 17:30-20:30 場所:東京都勤

労福祉会館

テーマ: r営業サイドと工場サイドの意思決定の違いj

務節:樋爪徹(出之内製薬高萩工場製造管理室長)

JlI之内製薬草場の営業と本社霊長変議議事務をへて，最近荷

主主の最新鋭の高萩工場?こ移られた綴1沢氏が，その体験と

280 (82) 

ご研究とを通して体得された，企業の四重望書縁起E要素で

ある①研究開発②生産③営業そして④経営管理総門のそ

れぞれの体質・性格・あるべき姿，そしてそれぞれ性格

を異にすることにより，企業がし、かに発展・成長するか

また，各分野閉会どのように調整すべきかを開陳され

た.

警務D P (研究グループ}務

白書寺: 12J'j20a (火) 18:00-20:00 場所:日科技連

出席者:銭湯，蔵野，丸山，守谷，以上 4 名

発表丸山茂子，文献紹介(Dynamìc Programm�g 

and Parallel Computer) 

動的言十働法が非常に一般な条件のもとで，大規模グラ

スの最適化問題を解くのに強力な方法であることはよく

知られている.しかし今日の直列的アルゴリズムは計算

的立場から制約安置かれている.

動的言十幽法の再帰公式の評価には並列演算の数が多数

存在するから，主主列処理電算機は動的計画法による大幾

模最速化問題を特に要する待問左記憶容量を減少ðせる

のに効果がある.
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